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１	
 はじめに 

この論文では、日本語での情報収集を援助する読解支援システムを4つ取り上げ、それぞれのシステムの既存

の機能と今後望まれる機能に焦点を当てる。まず、第一に、先行研究の知見で明らかになっている読解に必要な

知識やスキルについて簡潔に論じ、第二に、選んだ4つのシステムを分析評価する。そして、最後に、改善の余

地があると思われる点について論じる。評価の際には、読解支援システムが学習者の目の前にあるテキストの読

解を支援するかだけでなく、学習者の読解力の向上に役立つかという点も評価基準に含める。 

 

２	
 読解関係の先行研究  

読解過程は概して文脈情報の利用などの高次レベルの処理と語彙処理といった低次レベルの処理の２つに分け

られ、その両方のスキルが不可欠であると言われている (Alderson, 2000; Koda, 1994 など)。読解過程モデルは大き

く分けて、単語、文、段落、文章へと解読していくことによって読解がなされるとするボトムアップモデルと、

読み手が既存の知識を用いて単語を予測、検証するといった作業を繰り返すことによって理解を図るとするトッ

プダウンモデル、そして、その両方が不可欠であることを強調する相互交流モデルがある（舘岡, 2005)。しかし、

日本語のような表意文字を用いる言語の場合は低次レベルの処理の重要性がかなり高いことは否めない (Ehrich, 

Zhang, Mu & Ehrich, 2013)。また、日本語読解においては単語以下のレベルの処理も単語認知過程において重要な

役割を果たしている (Toyoda, 2007). 

 

2. 1. 低次レベル処理の支援 

読解レベルと語彙知識の間に強い相関があること、語彙知識と単語認知スキルの間に極めて高い相関があるこ

とが多くの研究で繰り返し明らかにされている(Carver, 2003; Grabe, 2004; Horiba, 2012 など)。語彙学習研究におい

ては、語彙知識の広さ（既知語彙量）と深さ（関連知識のレベル）や、意図的語彙学習と付随的語彙学習の両方

がこのような総合的なスキルの向上に重要であることが示唆されている (Laufer,2001; Nation, 2001 など)。 

特に非漢字圏の日本語学習者にとって、複雑な表記体系を有し、二字漢語を初めとする大量の複合的な語彙を

有する日本語の処理は容易ではない。日本語の語彙学習負担は一般に世界の諸言語の中で相当に重いほうである

と言える。欧米語中心の研究では、語彙力が占める割合には諸説あるが、おおよそ30％程度を占めると言われる

（Bernhardt, 2005）が、日本語における研究では、この数字はさらに高くなり、控えめに見ても日本語読解力の40

％以上は、漢字力を含む語彙力であると考えられる（小森ほか, 2004、野口, 2008 など）。目の前のテキストの意

味を示すだけではなく、語彙力向上を支援する情報を提供する必要がある。また、日本語には大量の漢字語があ

るため、漢字認知能力（漢字およびその構成要素についての知識と処理スキル）もまた不可欠である(Koda, 2002; 

Toyoda, Arief & Kano, 2013 など)。日本語読解に必要な語彙知識の深さ（関連知識のレベル）には漢字認知能力も

含まれるのである。 

文法知識が読解において主要な役割を果たすことを強調する研究者もいる（Jeon &Yamashita, 2014; Jung, 2012 な

ど)。日本語はインド・ヨーロッパ語とは文構造が異なるため、名詞などの内容語だけでなく、助詞・助動詞など
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の機能語の役割もまた大きい。日本語における助詞の省略がしばしば誤解のもとになる (Lee, 2002; Nariyama, 2002

など) ことは周知の事実である。語彙知識は内容語と機能語の橋渡しをするものである。一般に語彙というと内容

語を指すことが多いが、この両者を含む語彙知識を提供する必要がある。 

 

2. 2. 高次レベル処理の支援 

助詞の省略と並んで読解を複雑にしているものに名詞修飾節がある。日本語の名詞修飾は英語などの関係詞節

のように文法と意味を結びつける関係代名詞や人や物事を示唆する動詞の活用もなく、前後関係から意味的・語

用的要因を踏まえて類推しなければならないことが多い（Matsumoto, 2007)。修飾節の動詞が省略されることもあ

り（Matsumoto, 2007)かなり複雑になり得るが、少なくとも被修飾名詞と修飾節の始まりを示すことで、読解の負

担を軽減できる。その他、テキストの中には、特に慣用句や慣用表現を含んだものの中には、歴史的、文化的背

景知識を要するものがあり、これらも読解を妨げる要因となり得る(Pulido, 2007など)。日本、日本語に関する豆知

識の提供も考慮すべきである。 

 

３	
 読解支援システムの評価 

この論文では、日本語学習者の間で比較的よく使われている読解支援システムとして、リーディング・チュウ

太 (http://chuta.jp/)、あすなろ (https://hinoki-project.org/) 、Rikai (http://www.rikai.com)、WWWJDIC 

(http://www.csse.monash.edu.au/~jwb/cgi-bin/wwwjdic.cgi?1C) のサイトの４つのサイトを取り上げ、上記の観点から分

析評価を試みる。 

 

3. 1. リーディング・チュウ太 

広告がないので、すっきりとした印象がある、ウェブ上で機能する読解支援システムである。日本語のテキス

トを指定の枠内に貼り付けてボタンを押すと、新しいページが開き、いくつかの単語がハイライトされたテキス

トと、その横に単語一覧表がスクロールできる形で表示される。単語一覧の情報は、振り仮名（ひらがな）、意

味（日本語、英語、その他数か国語の中から選択）で、その他、いくつかの単語には、品詞と、その単語を含む

日本語の例文と（日本語以外の場合は）その訳が表示される。しかし、振り仮名や例文などを非表示にすること

もできる。一つの単語に数多くの意味がある場合には２−３のコア的な意味が赤字で表示されているのでわかりや

すい。しかし、助詞や助動詞のような機能語、形容詞や動詞の活用形の情報は表示されない。単語以下のレベル

の情報（漢字、構成要素など）もない。単語をクリックすると自分の単語リストを作成できる。同じ単語を何回

クリックしたかわかるようになっている。単語リストにある単語をクリックすると、単語一覧表の中のその単語

の読みや意味の情報が見られる。メインの辞書機能の他に、単語を入れてその例文を表示するだけの機能も別に

つけられている。高次レベルの情報はない。(川村2012 に制作者自身による説明がある。) 

 

3. 2. あすなろ 

多言語対応日本語読解支援システム、あすなろは、日本語共起語検索システム（なつめ）日本語学習者作文コ

ーパス（なたね）、日本語作文推敲支援システム（ナツメグ）と並んで用意されている。あすなろのページに行

って指定の枠内にテキストを貼付けてボタンを押すと入力された日本語テキストに対して文節の係り受け解析

(CaboCha)を行い、単語の読み（カタカナ）と品詞を表示する。さらに木構造を表示することもできる。説明や表

示ボタンによれば、単語の意味を英語、中国語、タイ語、マレー語、インドネシア語などで表示する機能があ

り、複合名詞や慣用表現にも対応するようであるが、実際にやってみると、本稿執筆時点（2015年1月中旬）に
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おいては、どの語についても情報がありませんと表示される。機能語の情報はない。単語によっては例文は豊富

に出力される。しかし、例文には訳はついておらず、長い例文の意味を理解するにはかなり高度な日本語力を要

する。単語に複数の意味があるときには、 前後の単語からその単語の意味を推測して，順番を並べ替える機能が

ついているようである。また、機能もある。単語以下のレベルの情報はない。 

 

3. 3.  Rikai 
英語から日本語、英語からスペイン語、中国語から英語への辞書もあるが、ここでは日本語から英語へのペー

ジに焦点を当てる。ウェブ上で機能するものの他にタブレットやスマホのアプリ版もある。メインページには様

々な学習情報が広告と共に現れるので見にくいが、説明が英語なので、英語話者には使いやすい。指示通り、指

定の枠にウェブサイトのURLまたはテキストを貼ると、日本語のテキスト上にマウスを置くだけで単語の読み

（ひらがな）や意味（英語）の情報が得られる。単語が漢字で構成されている場合は、それぞれの漢字とその読

み（カタカナで音読み、ひらがなで訓読み）と意味（英語）も現れる。しかし、助詞や助動詞のような機能語、

形容詞や動詞の活用形の情報は表示されない。漢字の情報はあるが、構成要素の情報はない。単語をダブルクリ

ックすることによって自分の単語帳が作れる。しかし、単語の使い方を示す情報に欠けている。 その他、メイン

ページからは漢字のフラッシュカードのページに行くことができ、そこでは漢字の読み（カタカナで音読み、ひ

らがなで訓読み）や意味（英語）、またその漢字を含む熟語のリストをフラッシュカードの形で学習することが

できる。高次レベルの情報はない。 

 

3. 4. WWWJDIC 

WWWJDICは多機能であることと提示する情報が多いため、使い慣れるまでに時間がかかりそうである。説明

が英語なので英語話者には使いやすい。読解支援は Text Glossing という機能で、指定の枠内に URL またはテキ

ストを貼り付けると、テキストを文単位に分け、文ごとに出現単語の読み（ひらがな）、品詞、意味（かなり詳

細な英語での説明）、関連熟語とその読みと意味を示す。多義語の場合は、複数の意味がすべて列挙されている

ので、学習者を混乱させるかもしれない。複合名詞や慣用表現の説明も詳しい。すべてではないが機能語も取り

上げている。形容詞や動詞の活用形はごく一部を除いてはない。枠の下に、訳を表示、または非表示にしたり、

カタカナまたはひらがなの言葉を抜かしたりなどを選択できるボタンがある。 Text Glossing の他に、単語を入力

して、その単語の読み（ひらがな）、品詞、意味（かなり詳細な英語での説明）、関連熟語とその読みと意味を

示す辞書機能もある。単語を入れて、その単語を含む例文のリストを得ることもできる。その他、漢字を調べる

機能、漢字の構成要素から漢字を調べる機能もある。部分的情報を入力して単語や用例を探す Advanced Search 機

能もついている。高次レベルの情報はない。 

 

４	
 おわりに 

以上、４つの読解支援サイトを、先行文献で述べられている読解に重要な要因に関して、分析評価を試みた。

その結果明らかになったことは、すべての必要機能がそろっているものはないこと、まだまだ改善の余地がある

ことである。特に改善が望まれる点としては、多義語の場合、どの意味が目の前のテキストの文脈に沿ったもの

であるかと示す、その意味を示す使われ方をしている例文を示す、助詞や助動詞などの機能語の説明を充実させ

る、形容詞や動詞の活用形を説明する、助詞の省略の説明を加える、構文、特に名詞修飾節を示す、文化的情報

を加えるなどが挙げられる。この中には、NLP 研究で可能になったものもあるであろう。今後、言語学者、語学

教育者とNLP 研究者の協力でより優れた読解支援システムが作られることを望んでいる。 
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